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講時 単位数 2

履修に当たっ
ての注意・助言

/準備学習

音読を必ず行い、前後関係から見当をつけて、辞書をこまめに引く習慣をつけることが大切です。恥ずかしが
らずに、覚えた表現を実際に級友や教員との会話に積極的に使用しましょう。

講義計画

1. On-Campus Facilities 1
2. On-Campus Facilities 2
3. How to Use Dictionaries
4. House Sharing 1
5. House Sharing 2
6. Pronunciation
7. Blind Date 1
8. Blind Date 2
9. Reading Aloud
10. Keeping a Better Relationship 1
11. Keeping a Better Relationship 2
12. Talking about your future 1 
13. Talking about your future 2 
14. Health 1
15. Health 2 
16. Drinking Limits 1
17. A summer trip to London 1 
18. Drinking Limits 2
19. Food and Drink 
20. Growing Old 
21. Growing Old 
22. Diversity 
23. Diversity 
24. A summer trip to London 2 
25. Review  
26. A National Pastime 1
27. A National Pastime 2 
28. Words of Encouragement 1　
29. Words of Encouragement 2
30. Introducing Japan to Overseas friends 

テキスト
American Campus Life: Cultural Encounters / センゲージ　ラーニング / 西原　俊明　他

参考書 マイク・ピーターセン『心にとどく英語』岩波新書

目的と概要

「英語が話せるようになりたい」、「もっと上手になりたい」というのは、我々みんなの願いですが、その基礎にあ
るのはしっかりした英語を読みとる力です。読むことができれば、自然に話すことはできます。日頃から、語彙と
基本表現を身につける努力を致しましょう。また、音読が非常に大切ですから、発音とリズム、抑揚にも留意し
て、必ず声に出して読む習慣をつけることです。辞書はこまめに引くことを体に覚えさせましょう。忘れてもそれ
以上に引けばいいと考えています。

成績評価法 平常点(30%)、クラスに於ける積極性(30%)、まとめ(40%)

開期 通年 月曜日4限

授業テーマ 英語の読解力を高め、文化的な特色についても考える

科目名 英語Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

担当教員 紙谷　鈴代

配当 人社1(4313)
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